予算要求資料
平成28年度当初予算　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：園芸特産物対策費
	事業名　花き振興推進指導費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　農政部　農産園芸課　花き係　電話番号：058-272-1111（内2866）
　　　　　　　E-mail： c11423@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　2,920千円（前年度予算額：2,960千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	2,960
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,960

	要求額
	2,920
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,920

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
花きに関する情報収集と、それを活かした施策の立案、展開による生産振興を推進する。
（２）事業内容

ア．花き生産振興指導事業

花きに関する情報収集と、それを活かした施策の立案、展開による生産振興を推進

イ．関東東海花の展覧会事業

　　　 関東東海の１都１１県主催の「花の展覧会」に参画

ウ．園芸福祉サポーター実践活動促進事業

医療・福祉施設等において園芸福祉活動を指導・支援する「園芸福祉サポーター」の養成、認定及び実践活動を支援

（３）県負担・補助率の考え方

　  花きに関する情報収集と、それを活かした施策の立案、展開は県産花きの生産振興を図るうえで非常に重要であり、県負担が妥当である。
　
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	176
	園芸福祉サポーター養成講座講師謝金

	旅費
	547
	会議出席、調査旅費等

	需用費
	430
	事務消耗品、印刷製本

	役務費
	487
	通信運搬費

	委託料
	571
	園芸福祉活動促進業務委託

	使用料
	109
	会議室使用料

	負担金
	600
	関東東海花の展覧会等負担金

	合計
	2,920
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）国の状況

平成２６年６月２０日、花き産業及び花き文化の振興を図り、もって花き産業の健全な発展及び心豊かな国民生活の実現に寄与するため、「花きの振興に関する法律」が成立した。

（主な内容）

・農林水産大臣は、花き産業及び花き文化の振興に関する基本指針を策定

・都道府県は、花き産業及び花き文化の振興に関する計画を策定

・花き産業に関する施策

・花き文化に関する施策

事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	花きに関する情報を収集し、それを活かした施策立案と実施により生産振興と生産者の経営の安定を図るとともに販路拡大に取り組み、平成32年度には花き生産額80億円を目指す。
　また、園芸福祉サポーターを新たに養成するなど、より多くの施設や活動の場で広域に活躍できるよう支援する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	花き生産額
	70.5億円
（H25）
	66.2億円
（H26）
	
	66.2億円
（H26）
	80億円
（H32）
	82.8％

	新たに認定する

園芸福祉ｻﾎﾟｰﾀｰ数
	0人
（H25）
	0人
（H26）
	
	0人
（H26）
	300人
（H32）
	0％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	　関東東海花の展覧会への出展、花き生産者団体が開催する各種委員会において助言指導するなど、県産花きの販路拡大を推進した。

　花きの活用場面の拡大、消費啓発を推進するため、福祉施設等で園芸活動を支援する人材育成を実施した。


（前年度の成果）

	　花き生産者団体が取り組むブランド商品開発に向け、生産・流通・販売の各過程で助言指導することで、販路拡大を支援した。
園芸福祉サポーターの活動の場の拡大を支援するため、実践的な活動を身に着けるための研修会を実施することで、技術の向上とサポーターとしての自覚を促すことができた。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	流通、販売業界の刻々と変化するニーズに対応するため、さまざまな角度から情報を収集し生産振興に関わらなければならない。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	花き業界が官・学・民が一体となった支援を求めており、引き続き情報収集し、それを活かした施策立案と実施により生産を振興する必要がある。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	実施内容を精査し効率化を図るとともに、より効果が上がるよう努める。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
事業をより効果的に進めていくためには、関係機関・団体が連携し一体となった取組みを展開していかなければならない。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　花き消費が低迷し依然生産者の経営環境は厳しい状況となっているため、引き続き、生産振興及び販路拡大を促進する。
　また、園芸福祉サポーター数の増やし、花きの活用場面を拡大し、消費啓発を推進する。


